
 
 

経済学委員会分科会の設置について 
 
 
分科会等名： 人口変動と経済分科会  
 

１ 所属委員会名

（複数の場合

は、主体となる

委員会に○印

を付ける。） 

経済学委員会 

２ 委員の構 成 15 名以内の会員及び連携会員 
３ 設 置 目 的 わが国の人口は昨年減少を開始し、今世紀中の持続的人口減少が

確実視されている。この人口減少の最大の要因は歯止めのかからな

い少子化と急速に進行するシングル化であり、また近年きざしのみ

られる夫婦出生力の低下も人口減少のさらなる要因となることが考

えられる。そして、持続的人口減少は同時に超高齢化を伴ったプロ

セスでもある。これらの人口変動が経済・社会全般に与える影響は

大きく、特に年金を中心とする社会保障制度、健康保険を含む保健・

医療制度、労働力・労働市場や雇用慣行、家庭内の夫婦・親子関係、

さらには地域社会などへの影響は長期的かつ多面的なものであると

考えられる。このような状況の下、これらの問題について、学問的

立場から、総合的かつ多面的な研究を行うことが必要とされている。 
 
 

４ 審 議 事 項 １．人口減少社会における経済成長と技術革新の研究 
２．少子高齢化社会における社会制度や社会ネットワークの研究 
 
 

５ 設 置 期 間 時限設置   年  月  日～   年  月  日 
常設 

６ 備    考  
 

  


